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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・納会開催について

日時：2022年12月30日(金)17：15～18：15
　場所：メンタルケア病棟　3階　会議室

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・転倒転落スコアシート、LASMIの評価入力について
　対象者：2022年2月以降の新規・再開の青陽館利用者様
　　　　・森田　清助様・藤村　翔様・沢代　文男様

電カルへアップデートまで行いましょう。
・光熱費節約に向けて➝床暖房の設定を退勤前に下げる、トイレの便座暖房を切ることを徹底(掃除の時ないしDCは夕方に)、電気の点けっぱなしの予防(利用者様へも周知)、換気扇も利用者様退所後に早めに切る

・今期のクラブ活動は12月23日(金)を最終活動日とし、次期を1月6日から3月末までとします。

＜院内研修＞

　レポート提出期限：2000年12月16日～23日

　内容：『メンタルヘルスセルフのケア』

　講師：安全衛生管理委員会　菅原ＡＯＭ

＜利用者様情報＞
デイケア
・勝山　夏生様～八戸市立市民病院通院中 診断名：ADHD、ASD　性別：女性　年齢：27歳

2022年8月24日に青陽館見学・体験利用を実施している。本人様から電話連絡があり青陽館利用をしたいと話しており利用手続きの仕方について問い合わせがある。必要書類として①診療情報提供書②主治医意見書(当館書式)の作成が必要である事を伝え、8月に体験利用した時とはプログラム構成が変わっていることもお伝えし、再度体験利用を提案すると12月29日(木)9：30～16：00の体験利用を希望されている(当日はバス通所のため多少時間が前後する可能性あり、昼食は持参予定)。現在、ハローワークでの職業訓練を受けており、それが12月28日に終了するとの事で、通院先の主治医から青陽館デイケアを勧められたという。書類作成等に時間がかかる事が予想されるがハローワークでの訓練終了後にあまり間を空けてしまうと気持ちがだらけてしまいそうだと感じているとのことであり、スムーズに青陽館利用に移行したいと話す。そのため、当院側で通院先と連絡を取り合い書類作成に早めに取り掛かってもらうこととし、本人確認の為に念のため本人様からも通院先に同内容を伝えてもらう事としている。病院相談員へ情報提供し、地域連携室が通院先との調整を担うこととなっている。
ショートケア
・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。
